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（
資
料
紹
介
）

折
口
信
夫
「
万
葉
集
絵
物
語
」
の
未
掲
載
稿

小
川
直
之

一
、　

折
口
信
夫
の
万
葉
集
研
究

　

本
稿
は
昭
和
十
七
年
一
月
か
ら
四
月
に
雑
誌
『
女
学
生
』
四
巻
一
号
か

ら
四
号
に
連
載
さ
れ
た
「
万
葉
集
絵
物
語
」
一
～
四
（『
折
口
信
夫
全

集
』
33
所
収
）
に
、
未
掲
載
と
思
わ
れ
る
続
編
の
五
が
あ
る
の
が
わ
か

り
、
こ
の
稿
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
元
原
稿
と
掲
載
稿
の
差
異
も
紹
介
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
翻
刻
に
先
だ
っ
て
、
折
口
の
万
葉
集
研
究
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て

お
き
た
い
。
所
謂
「
折
口
学
」
と
総
称
さ
れ
る
折
口
信
夫
の
学
問
の
基
点

は
「
万
葉
集
」
な
ど
上
代
の
文
献
に
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
戦
後
の
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
十
六
日
に
、
石
田
英
一
郎

の
司
会
で
行
わ
れ
た
柳
田
國
男
と
の
対
談
「
日
本
人
の
神
と
霊
魂
の
観
念

そ
の
ほ
か
」（『
民
族
学
研
究
』
第
十
四
巻
第
二
号
、
昭
和
二
十
四
年
十
二

月
、『
折
口
信
夫
全
集
』
別
巻
３
所
収
）
で
は
、
折
口
の
「
ま
れ
び
と
」

論
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
柳
田
は
「
私
の
知
つ
て
ゐ
る
限
り

で
は
、
折
口
君
は
沖
縄
に
行
か
れ
て
大
き
な
印
象
を
受
け
て
来
ら
れ
た
。

し
か
し
マ
レ
ビ
ト
の
考
へ
は
そ
れ
よ
り
前
だ
か
ら
、
や
は
り
ご
自
分
の
古

典
研
究
、
古
典
の
直
覚
か
ら
来
た
も
の
と
し
か
み
な
い
」
と
、
そ
の
発
想

と
理
論
の
出
処
が
沖
縄
の
民
俗
事
象
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、「
万
葉
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集
」
な
ど
の
古
典
に
あ
っ
た
こ
と
を
見
抜
い
て
い
る
。
こ
の
対
談
の
「
ま

れ
び
と
」
論
の
部
分
は
、
柳
田
が
「
で
は
い
ゝ
機
会
だ
か
ら
折
口
君
の
マ

レ
ビ
ト
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
、
一
つ
研
究
し
て
み
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

私
も
書
か
れ
た
も
の
を
注
意
し
て
来
て
ゐ
る
が
、
私
の
学
問
の
面
に
は
さ

う
は
つ
き
り
し
た
も
の
が
出
て
来
な
い
。
意
見
が
違
ふ
か
ら
触
れ
ず
に
お

い
て
も
い
ゝ
が
、
い
い
機
会
だ
か
ら
、
あ
な
た
が
マ
レ
ビ
ト
と
い
ふ
こ
と

に
到
達
し
た
道
筋
み
た
い
な
も
の
を
、
考
へ
て
み
よ
う
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん

か
。
こ
れ
は
か
な
り
大
き
な
問
題
だ
と
思
ひ
ま
す
か
ら
」
と
、
柳
田
の
挑

戦
的
な
発
言
で
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
対
談
は
、「
ま
れ
び
と
」
論
の
部

分
だ
け
で
は
な
く
、
随
所
に
柳
田
、
折
口
が
鋭
角
的
に
対
立
し
、
両
者
の

考
え
方
の
違
い
が
鮮
明
に
表
れ
て
い
る
が
、
柳
田
は
折
口
の
「
ま
れ
び

と
」
論
は
、
自
分
の
研
究
か
ら
は
容
認
で
き
な
い
と
い
い
な
が
ら
も
、
折

口
の
立
論
の
基
点
に
つ
い
て
は
よ
く
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

両
者
の
神
観
念
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
違
い
は
さ
て
措
い
て
、
こ

こ
で
の
柳
田
の
発
言
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
折
口
は
「
ま
れ
び
と
」
論
だ

け
で
は
な
く
、
常
世
論
な
ど
を
み
て
も
、
大
正
十
年
夏
の
沖
縄
採
訪
以
前

の
「
異
郷
意
識
の
進
展
」（
大
正
五
年
十
一
月
、『
折
口
信
夫
全
集
』
20
所

収
）、「
妣
が
國
へ
・
常
世
へ
」（
大
正
九
年
五
月
、『
折
口
信
夫
全
集
』
２

所
収
）
で
、
す
で
に
海
彼
の
異
郷
で
あ
る
常
世
を
論
じ
て
お
り
、
柳
田
が

い
う
古
典
か
ら
の
直
覚
と
い
う
の
は
「
ま
れ
び
と
」
だ
け
で
は
な
い
と
い

え
る
。

　

こ
こ
で
柳
田
が
言
っ
て
い
る
折
口
の
「
古
典
研
究
」「
古
典
の
直
覚
」

と
い
う
の
は
、
折
口
が
古
代
研
究
の
中
で
し
ば
し
ば
使
っ
て
い
る
「
万
葉

集
」「
日
本
書
紀
」「
祝
詞
」「
風
土
記
」
な
ど
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
れ
ら
の
中
で
も
特
に
重
要
な
の
が
「
万
葉
集
」
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
そ
の
こ
と
は
折
口
の
研
究
年
譜
、
著
作
年
譜
か
ら
も
う
か
が
え
る

こ
と
で
、
標
題
・
副
題
に
「
万
葉
集
」
あ
る
い
は
「
万
葉
」
の
語
を
付
し

た
著
作
は
、
新
編
の
『
折
口
信
夫
全
集
』
で
は
一
三
四
篇
（
研
究
書
冊
の

書
評
四
篇
は
除
い
て
）
も
が
あ
る
。

　

こ
の
一
三
四
篇
は
、
國
學
院
大
學
在
学
中
で
あ
る
明
治
四
十
二
年
八
月

の
「
万
葉
談
義　

日
並
知
皇
子
尊
の
宮
の
舎
人
等
の
歌
」
と
い
う
論
考
が

最
初
で
、
巻
第
二
に
あ
る
舎
人
等
が
つ
く
っ
た
と
い
う
二
十
三
首
は
、
詞

書
を
信
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
修
辞
法
な
ど
作
歌
の
技

巧
か
ら
論
じ
た
も
の
で
、「
形
式
に
お
い
て
は
、
古
代
歌
謡
の
影
響
を
受

け
た
謹
厳
、
高
古
、
雄
渾
、
高
踏
独
歩
と
い
ふ
姿
が
見
え
、
内
容
の
方
面

で
は
脈
々
た
る
人
麿
式
の
温
い
情
緒
が
漲
つ
て
居
る
」
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
歌
は
人
麿
の
作
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

　

こ
の
段
階
で
は
「
万
葉
び
と
」
と
い
う
術
語
や
「
万
葉
び
と
」
の
生
活

の
あ
り
さ
ま
、
心
意
な
ど
を
万
葉
集
歌
か
ら
読
み
取
っ
て
い
く
と
い
う
方

向
は
見
え
な
い
が
、
こ
の
論
文
か
ら
数
年
後
に
口
述
筆
記
に
よ
っ
て
稿
を
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お
こ
し
た
、
所
謂
「
口
訳
万
葉
集
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
大
正
五
年
九
月
、

大
正
六
年
五
月
刊
の
『
国
文
口
訳
叢
書　

万
葉
集
』
上
、
中
、
下
で
は
、

万
葉
集
歌
の
捉
え
方
が
変
わ
っ
て
い
る
。「
口
訳
万
葉
集
」
を
刊
行
し
な

が
ら
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
九
巻
九
号
か
ら
十
二
号
、
十
一
巻
四
号
に
発
表
し
た

「
万
葉
集
私
論
」
一
～
四
（
大
正
五
年
九
月
～
十
二
月
、
大
正
七
年
四

月
、『
折
口
信
夫
全
集
』
６
所
収
）
で
は
、
そ
の
一
・
二
で
万
葉
集
歌
の

表
記
を
取
り
上
げ
、「
こ
れ
か
ら
の
万
葉
集
研
究
は
、
ま
づ
字
形
の
比
較

研
究
を
基
礎
と
し
て
か
ゝ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
三
で

は
、「
万
葉
人
な
ら
び
に
、
其
以
前
の
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
は
、
進
ん
だ
意

味
の
叙
事
詩
は
持
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
そ
し
て
纔
か
に
、
其
祖
の
祖
た
ち

の
生
活
の
痕
を
伝
へ
る
詩
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
」
と
か
「
か
う
し
た
叙
事

詩
が
一
種
の
節
ま
は
し
の
ま
に
ま
に
吟
ぜ
ら
れ
る
の
を
、
万
葉
び
と
或
は

其
以
後
の
人
々
も
、
か
た
る
と
い
ふ
語
で
表
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
」
と
、

万
葉
集
歌
の
時
代
を
生
き
た
人
た
ち
の
生
活
や
心
意
を
思
い
や
っ
て
い

る
。

　

た
だ
し
「
万
葉
び
と
」
と
い
う
折
口
の
術
語
は
、
こ
れ
以
前
の
大
正
四

年
四
月
に
発
表
さ
れ
た
「
髯
籠
の
話
」
の
中
で
、「
五
月
の
邪
気
を
祓
う

た
薬
玉
は
、
万
葉
び
と
さ
へ
既
に
、
続
命
縷
と
し
て
の
用
途
の
外
に
」
と

使
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
執
筆
し
た
大
正
三
年
に
は
、
折
口
が
い
う
「
古
代

生
活
」
の
分
析
概
念
で
あ
る
こ
の
術
語
の
構
想
は
で
き
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
折
口
が
、
柳
田
國
男
の
い
う
民
間
伝
承
研
究
・
郷
土
研
究
を
知
り
、

柳
田
が
主
宰
し
た
雑
誌
『
郷
土
研
究
』
に
初
め
て
「
三
郷
巷
談
」（『
郷
土

研
究
』
一
巻
十
号
掲
載
、
大
正
二
年
十
二
月
）
を
寄
稿
す
る
の
は
大
正
二

年
で
あ
る
の
で
、
折
口
の
万
葉
集
研
究
は
大
正
二
年
か
ら
三
年
頃
に
は
、

「
万
葉
び
と
」
と
い
う
術
語
形
成
を
と
も
な
い
な
が
ら
独
自
の
視
点
を
形

成
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る（

１
）。

　

折
口
は
こ
う
し
て
万
葉
集
研
究
を
、
こ
れ
自
体
の
成
立
や
編
纂
の
意

義
、
歌
の
訓
詁
注
釈
な
ど
に
加
え
、「
万
葉
び
と
」
た
ち
の
生
活
の
あ
り

さ
ま
や
心
意
を
理
解
す
る
と
い
う
古
代
研
究
の
方
途
と
す
る
の
で
あ
る
。

柳
田
國
男
が
『
後
狩
詞
記
』（
明
治
四
十
二
年
刊
）、『
石
神
問
答
』『
遠
野

物
語
』（
明
治
四
十
三
年
刊
）
な
ど
で
行
っ
た
民
間
伝
承
研
究
の
方
法
や

意
図
を
、
わ
ず
か
数
年
で
自
ら
の
研
究
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
研
究
が
進
む
の
は
、
三
十
五
歳
で
あ
っ
た

大
正
十
一
年
一
月
か
ら
七
月
に
発
表
し
た
「
万
葉
び
と
の
生
活
」（『
白

鳥
』
第
一
号
か
ら
第
四
号
、『
折
口
信
夫
全
集
』
１
所
収
）
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　

折
口
の
万
葉
集
研
究
で
、
第
一
に
指
摘
し
て
お
き
た
か
っ
た
こ
と
は
、

大
正
初
期
に
は
「
万
葉
び
と
」
と
い
う
術
語
を
提
示
し
な
が
ら
独
自
の
視

点
と
方
法
の
形
成
が
始
ま
り
、
大
正
十
年
頃
に
は
万
葉
集
歌
に
も
と
づ
く

古
代
研
究
が
大
き
く
進
展
し
、
こ
う
し
た
研
究
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
続
い



折口信夫「万葉集絵物語」の未掲載稿─ 273 ─

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
万
葉
集
」
に
関
す
る
最
後
の
著
作
は
、
昭
和
二

十
七
年
五
月
三
十
一
日
に
上
代
文
学
会
で
講
演
を
行
っ
た
「
万
葉
集
と
民

俗
学
」
を
起
こ
し
た
も
の
で
、
没
後
の
昭
和
二
十
九
年
七
月
に
同
題
で

『
上
代
文
学
』
第
四
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

大
正
後
期
の
研
究
進
展
は
、
年
譜
的
に
い
え
ば
、
大
正
八
年
九
月
に
國

學
院
師
範
部
の
専
任
教
員
と
な
っ
て
生
活
は
経
済
的
に
安
定
し
、
翌
九
年

七
月
に
は
、
松
本
で
の
講
演
を
終
え
た
後
に
十
七
日
に
美
濃
大
井
（
恵
那

市
）
に
向
か
い
、
こ
こ
か
ら
山
間
地
域
の
民
俗
採
訪
を
行
い
な
が
ら
長
野

県
の
新
野
な
ど
を
通
っ
て
二
十
六
日
に
静
岡
市
に
着
く
と
い
う
過
酷
な
旅

を
行
っ
て
い
る
。
折
口
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
初
め
て
の
長
期
の
民
俗
採
訪

旅
行
で
あ
り
、
短
歌
連
作
「
供
養
塔
」「
木
地
屋
の
家
」「
遠
州
奥
領
家
」

な
ど
と
と
も
に
「
信
州
採
訪
手
帖
」
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
採
訪
の
翌
年

大
正
十
年
七
月
に
は
沖
縄
に
向
か
い
、
十
六
日
か
ら
八
月
十
四
日
ま
で
沖

縄
に
滞
在
し
て
採
訪
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
旅
も
夏
の
酷
暑
の
な
か
を
、

汗
も
だ
ら
け
に
な
っ
て
柳
田
が
訪
ね
て
い
な
い
国
頭
地
方
ま
で
足
を
伸
ば

す
な
ど
超
人
的
な
旅
を
し
て
い
る
。
し
か
も
沖
縄
か
ら
台
風
の
中
を
奄
美

を
経
て
九
州
に
上
陸
し
、
そ
の
足
で
壱
岐
に
渡
っ
て
九
月
中
旬
ま
で
民
俗

採
訪
を
行
っ
て
い
る
。
ま
だ
三
十
歳
半
ば
で
若
く
体
力
も
あ
る
と
い
い
な

が
ら
も
、
約
二
か
月
に
わ
た
る
採
訪
を
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
い
か

に
民
間
伝
承
の
調
査
・
実
感
が
折
口
に
と
っ
て
必
要
で
、
重
要
で
あ
っ
た

の
か
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
大
正
十
二
年
七
月
の
、
師
で
あ
る
三
矢
重
松
が
亡
く
な
っ
た
翌

日
の
十
八
日
に
は
第
二
回
目
の
沖
縄
採
訪
旅
行
に
出
発
す
る
。
沖
縄
本
島

調
査
の
後
、
宮
古
島
に
立
ち
寄
っ
て
か
ら
八
月
二
十
日
に
は
石
垣
島
に
渡

り
、
台
湾
の
基
隆
を
経
て
九
月
一
日
に
門
司
に
着
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

二
度
の
沖
縄
・
八
重
山
民
俗
採
訪
で
は
、
王
朝
祭
祀
や
女
人
司
祭
、
ニ
ラ

イ
カ
ナ
イ
と
い
う
常
世
、「
ま
ぶ
い
」
と
い
う
外
来
魂
、
マ
レ
ビ
ト
の
実

像
で
あ
る
来
訪
神
習
俗
な
ど
に
つ
い
て
実
感
を
も
っ
て
捉
え
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
大
正
十
四
年
四
月
に
発
表
す
る
「
古
代
生
活
の
研
究　

常

世
の
国
」
で
は
「
琉
球
諸
島
の
現
在
の
生
活
─
殊
に
内
部
─
に
は
、
万
葉

人
の
生
活
を
、
そ
の
儘
見
る
事
も
出
来
る
。
又
、
万
葉
人
以
前
の
俤
さ
へ

窺
は
れ
る
も
の
も
、
決
し
て
尠
く
な
い
。
私
ど
も
の
古
代
生
活
の
研
究

に
、
暗
示
と
言
ふ
よ
り
、
其
儘
を
む
き
出
し
に
し
て
く
れ
る
事
す
ら
度
々

あ
つ
た
」（『
改
造
』
第
七
巻
第
四
号
、『
折
口
信
夫
全
集
』
２
所
収
）
と

述
懐
し
て
い
る
。
折
口
の
沖
縄
観
に
は
、
現
在
の
研
究
水
準
か
ら
い
え
ば

問
題
が
内
包
さ
れ
て
い
る
が
、
折
口
自
身
の
古
代
研
究
は
、
沖
縄
・
八
重

山
採
訪
に
よ
っ
て
よ
り
確
実
な
も
の
と
な
り
、
飛
躍
的
に
進
展
し
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

　

柳
田
國
男
が
見
抜
い
て
い
た
古
典
か
ら
の
直
覚
と
い
う
の
は
、
い
く
つ

か
例
を
あ
げ
て
お
く
と
、
先
に
も
あ
げ
た
大
正
四
年
四
月
の
「
髯
籠
の
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話
」
で
示
さ
れ
た
「
標
山
」
と
「
依
代
」
は
、「
万
葉
集
」
巻
第
三
の

「
ち
は
や
ぶ
る
神
の
社
し
な
か
り
せ
ば
、
春
日
の
野
辺
に
粟
蒔
か
ま
し

を
」
が
「
標
山
」
と
い
う
習
俗
の
存
在
を
示
す
と
い
う
理
解
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
。「
ま
れ
び
と
」
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
年
十
月
に
執
筆
し
、
昭

和
四
年
一
月
に
掲
載
さ
れ
る
「
常
世
及
び
『
ま
れ
び
と
』」（『
民
族
』
第

四
巻
第
一
号
、『
古
代
研
究
』
国
文
学
篇
の
「
国
文
学
の
発
生
（
第
三

稿
）」）
な
ど
で
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
、「
万
葉
集
」
巻
第
十
四
の
東
歌

「
に
ほ
ど
り
の
葛
飾
早
稲
を
に
へ
す
と
も
、
彼
の
可
愛
し
き
を
外
に
立
て

め
や
も
」「
誰
ぞ
。
此
家
の
戸
押
ふ
る
。
に
ふ
な
み
に
、
我
が
夫
を
行
り

て
、
斎
ふ
此
戸
を
」
が
、
こ
の
習
俗
の
存
在
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

「
若
水
の
話
」（
昭
和
二
年
八
月
草
稿
、『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
一
所

収
）
か
ら
「
水
の
女
」（『
民
族
』
第
二
巻
第
六
号
、
第
三
巻
第
二
号
、
昭

和
二
年
九
月
、
三
年
一
月
、『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
一
所
収
）
へ
と
拡

大
し
、
王
権
論
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
折
口
の
聖
水
論
は
、「
口
訳
万
葉

集
」
で
の
解
釈
を
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
の
意
見
に
よ
っ
て
考
え
直

す
、「
万
葉
集
」
巻
第
十
三
の
「
天
橋
も
長
く
も
が
も
。
高
山
も
高
く
も

が
も
。
月
読
の
持
て
る
復
若
水
い
と
り
来
て
、
君
に
献
り
て
、
を
ち
得
し

む
も
の
」
が
、
一
つ
の
発
端
と
な
っ
て
い
る（

２
）。

ま
た
、
折
口
が
い
う
「
む

す
び
」
の
論
理
も
、「
万
葉
集
」
巻
第
二
の
有
馬
皇
子
の
「
磐
代
の
浜
松

が
枝
を
引
き
結
び
、
ま
さ
き
く
あ
ら
ば
、
復
帰
り
見
む
」
が
重
要
な
論
拠

に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
折
口
は
、
万
葉
集
歌
は
伝
承
心
意
を
内
包
す
る

も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
い
く
つ
も
の
古
代
習
俗
を
発
見
し
、
そ
の
形
成

原
理
を
見
い
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
昭
和
九
年

十
二
月
に
上
代
国
文
研
究
会
で
講
演
し
た
「
万
葉
集
の
民
俗
学
的
研
究
」

（『
上
代
国
文
』
第
二
巻
第
一
号
、
昭
和
十
年
五
月
、『
折
口
信
夫
全
集
』

６
所
収
）
で
は
、「
歌
は
一
つ
の
民
俗
と
し
て
発
達
し
て
来
た
の
で
す
か

ら
、
民
間
伝
承
の
う
ち
に
文
学
と
な
つ
て
き
ま
し
た
。
歌
は
面
白
い
か
ら

で
は
な
く
、
魂
を
貯
蔵
出
来
る
も
の
と
思
は
れ
て
伝
承
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
や
う
な
信
仰
を
も
つ
て
伝
へ
た
か
ら
ほ
ろ
び
な
か
つ
た
の
で
す
」

と
、「
歌
」
と
い
う
言
語
行
為
そ
の
も
の
を
民
俗
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

折
口
信
夫
の
万
葉
集
研
究
を
、
折
口
万
葉
学
と
い
う
な
ら
、
そ
の
特
色

の
一
つ
は
こ
う
し
た
万
葉
集
歌
の
捉
え
方
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
、
折
口
万
葉
学
の
内
容
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
折
口
以
後
か
ら
現
在

ま
で
の
万
葉
集
研
究
者
た
ち
は
、
折
口
の
万
葉
集
研
究
を
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
、
そ
の
論
評
が
欲
し
い
と
こ
ろ
だ

が
、
中
西
進
は
「
折
口
信
夫
の
万
葉
学
」
で
、
昭
和
十
年
六
月
の
講
演
論

文
「
額
田
女
王
」（『
婦
人
公
論
』
第
二
十
巻
第
六
号
、『
折
口
信
夫
全

集
』
６
所
収
）
を
取
り
上
げ
、
折
口
は
こ
の
論
文
で
額
田
の
歌
を
、
学
界

を
先
取
り
す
る
よ
う
な
中
国
と
の
比
較
文
化
的
な
観
点
か
ら
文
学
史
上
に

位
置
づ
け
、
実
証
的
に
そ
の
制
作
年
代
を
お
さ
え
る
な
ど
、
折
口
は
「
古
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代
文
学
に
お
け
る
事
実
の
割
り
出
し
に
刮
目
す
べ
き
業
績
を
あ
げ
て
い
る

こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
」
と
指
摘
し
、「
総
じ
て
折
口
を
す
ぐ
れ
た

文
学
史
家
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
史

実
と
い
う
事
実
に
熱
心
に
着
目
し
た
国
文
学
者
が
折
口
で
あ
り
、
彼
が
恣

意
的
な
主
観
を
押
し
つ
け
た
学
者
で
も
、
気
ま
ま
に
想
念
を
語
っ
た
詩
人

で
も
な
く
、
学
者
と
い
う
こ
と
ば
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
ご
く
ふ
つ
う
に
要
求

す
る
事
実
の
尊
重
者
で
あ
っ
た
」
の
で
あ
り
、
折
口
学
と
い
う
の
は
「
事

実
の
学
」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、「
折
口
が
問
題
と

し
た
事
実
」
と
い
う
の
は
、
本
文
の
校
訂
や
作
家
の
事
蹟
な
ど
「
可
視
的

な
事
実
」
で
は
な
く
、「
目
に
見
え
る
も
の
の
も
う
一
つ
奥
に
あ
る
、
わ

れ
わ
れ
の
心
情
の
仕
組
み
と
か
表
現
の
約
束
と
か
と
い
っ
た
事
実
が
そ
れ

で
あ
り
、
し
ば
し
ば
不
可
視
の
ゆ
え
に
情
緒
や
想
念
の
よ
う
に
思
わ
れ
が

ち
だ
け
れ
ど
も
、
厳
然
た
る
事
実
と
し
て
歴
史
を
貫
い
て
存
在
す
る
も
の

で
」、「
折
口
学
を
事
実
の
学
だ
と
い
っ
た
の
は
、
そ
う
し
た
謂
で
あ
っ

て
、
可
視
的
な
文
学
現
象
を
解
析
す
る
こ
と
を
科
学
と
考
え
る
レ
ベ
ル
と

は
、
所
詮
無
縁
の
学
問
で
あ
っ
た
」
と
総
括
し
て
い
る（

３
）。

　

こ
う
し
た
折
口
万
葉
学
の
検
証
も
行
い
な
が
ら
、「
万
葉
集
」
を
基
点

に
新
た
な
日
本
学
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
辰
巳
正
明
で
、
著
書

『
折
口
信
夫　

東
ア
ジ
ア
文
化
と
日
本
学
の
成
立
』
の
、
た
と
え
ば
「
天

皇
の
解
体
学
」
で
は
「
万
葉
集
」
に
み
ら
れ
る
「
ヒ
ツ
ギ
」
の
思
想
な
ど

を
検
討
し
な
が
ら
、「
折
口
の
天
皇
霊
論
は
正
当
な
主
張
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
天
皇
霊
は
、
日
の
皇
子
と
し
て
地
上
に
下
さ
れ
た
者
が
即
位
の

儀
礼
を
経
て
継
承
す
る
」
と
い
う
。「
惟
神
の
真
意
義
と
民
族
的
モ
ラ
ル

セ
ン
ス
」
で
は
、
折
口
の
「
神
な
が
ら
」
の
四
類
型
を
再
検
討
し
、
ま
た

「
日
の
皇
子
と
高
天
の
原
神
学
」
で
は
、
折
口
が
い
う
神
々
の
神
学
体
系

の
形
成
を
藤
原
宮
頃
と
推
測
す
る
根
拠
を
万
葉
集
歌
か
ら
明
ら
か
に
す
る

な
ど
、
折
口
万
葉
学
を
積
極
的
に
検
証
し
な
お
し
て
い
る（

４
）。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
折
口
に
は
、「
万
葉
集
」
あ
る
い
は
「
万
葉
」
と

い
う
語
を
題
目
に
含
め
る
も
の
だ
け
で
も
一
三
〇
篇
を
超
え
る
著
作
が
あ

る
。
題
目
に
か
か
わ
ら
ず
「
万
葉
集
」
や
万
葉
集
歌
、
万
葉
歌
人
を
扱
っ

た
著
作
を
加
え
る
な
ら
そ
の
数
は
さ
ら
に
多
く
、
折
口
説
の
祖
述
や
自
説

へ
の
援
用
で
は
な
く
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
中
西
進
や
辰
巳
正
明
が
提
示

し
て
い
る
よ
う
な
折
口
の
事
実
認
識
や
論
理
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

二
、『
萬
葉
集
畫
撰
』
と
「
万
葉
集
絵
物
語
」

　

折
口
万
葉
学
の
批
判
と
継
承
は
今
後
に
期
す
こ
と
に
し
て
、
以
上
を
踏

ま
え
な
が
ら
昭
和
十
七
年
に
発
表
し
た
「
万
葉
集
絵
物
語
」
の
未
掲
載
稿

の
紹
介
に
移
り
た
い
。
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雑
誌
『
女
学
生
』
第
四
巻
第
一
号
か
ら
四
号
に
発
表
し
た
「
万
葉
集
絵

物
語
」
は
、
画
家
の
大
亦
観
風
が
描
い
た
連
作
「
万
葉
集
画
撰
」
を
も
と

に
し
て
、
そ
の
絵
様
も
含
め
な
が
ら
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
亦
観

風
の
「
万
葉
集
画
撰
」
と
い
う
の
は
、「
万
葉
集
」
の
歌
を
題
材
に
し
、

そ
の
内
容
を
情
景
と
し
て
描
い
た
日
本
画
で
、
こ
れ
を
一
冊
に
ま
と
め
た

『
萬
葉
集
畫
撰
』
に
付
さ
れ
て
い
る
観
風
自
身
に
よ
る
昭
和
十
八
年
二
月

十
一
日
付
け
の
「
跋
語
」
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
の
皇
紀
二
千

六
百
年
を
奉
頌
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
十
四
年
か
ら
「
万
葉
の
心
を

描
き
得
る
」
万
葉
集
歌
を
一
三
一
首
選
び
、
こ
れ
を
七
十
一
画
に
描
い
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
昭
和
十
五
年
秋
に
は
完
成
し
、「
万
葉
集
画
撰
展

覧
会
」
が
個
人
展
と
し
て
東
京
で
開
催
さ
れ
、
翌
十
六
年
六
月
に
は
大
阪

で
も
展
覧
会
が
行
わ
れ
た
後
、
奈
良
の
橿
原
神
宮
国
史
館
に
寄
贈
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
絵
は
観
風
の
日
本
画
の
師
で
あ
る
小
室
翠
雲
の

勧
め
で
一
冊
の
書
冊
に
ま
と
め
て
出
版
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
美
術
製
版

を
行
っ
て
昭
和
十
八
年
十
一
月
に
『
萬
葉
集
畫
撰
』
と
し
て
大
阪
の
錦
城

出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る（

５
）。

　

観
風
は
、「
万
葉
集
」
の
歌
を
題
材
に
、
歌
の
現
場
を
訪
ね
歩
き
な
が

ら
歌
の
情
景
を
描
き
、
こ
れ
を
「
万
葉
集
画
撰
展
覧
会
」
と
し
て
個
展
を

ひ
ら
き
、
さ
ら
に
『
萬
葉
集
畫
撰
』
と
題
し
た
画
集
を
出
版
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
展
覧
会
に
関
わ
る
出
版
物
と
し
て
は
『
大
亦
観
風
個
展

目
録
』、『
万
葉
集
画
撰
展
画
集
』
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
折
口
は
こ
の
目
録

と
画
撰
展
画
集
に
「
順
礼
の
心（

６
）」

の
祝
辞
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は

日
本
画
の
師
で
あ
る
小
室
翠
雲
、
武
田
祐
吉
、
吉
川
英
治
も
祝
辞
を
書
い

て
い
る
が
、
折
口
の
「
順
礼
の
心
」
は
、
こ
の
絵
を
描
く
に
あ
た
っ
て
観

風
は
万
葉
集
歌
の
古
跡
の
地
を
巡
っ
て
い
る
こ
と
を
「
一
つ
一
つ
が
、
体

験
か
ら
出
た
構
成
で
あ
つ
て
、
単
な
る
架
空
の
作
風
で
は
な
い
」
と
、
観

風
が
ど
の
よ
う
に
し
て
万
葉
集
歌
を
捉
え
て
絵
に
描
い
て
い
っ
た
の
か
を

取
り
上
げ
、
そ
の
行
い
を
讃
え
て
い
る
。
折
口
が
観
風
の
画
業
を
こ
の
よ

う
に
い
う
の
は
、
折
口
自
身
が
昭
和
六
年
に
慶
應
義
塾
大
学
の
学
生
た
ち

と
万
葉
旅
行
を
始
め
て
回
を
重
ね
、
昭
和
十
一
年
か
ら
は
國
學
院
大
學
国

文
学
会
で
も
「
万
葉
遠
足
」
を
始
め
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ

う（
７
）。

折
口
に
と
っ
て
も
歌
の
実
地
踏
査
は
、
万
葉
集
歌
を
理
解
す
る
方
法

の
一
つ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

画
家
の
大
亦
観
風
は
、
明
治
二
十
七
年
九
月
二
十
七
日
に
現
在
の
和
歌

山
市
広
瀬
舟
場
丁
に
生
ま
れ
、
本
名
は
大
亦
新
治
郎
。
日
本
美
術
院
で
洋

画
を
学
び
、
後
に
は
日
本
画
も
学
ん
で
い
る
が
、
一
方
で
は
古
泉
千
樫
に

短
歌
を
師
事
し
、
歌
誌
『
青
垣
』
の
創
刊
同
人
と
な
っ
て
い
る
。
戦
後
昭

和
二
十
一
年
に
は
抒
情
短
歌
社
を
お
こ
し
て
歌
誌
『
抒
情
短
歌
』
を
創
刊

主
宰
す
る
が
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
二
日
に
五
十
三
歳
で
病
没
し
て

い
る
。
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折
口
は
、
観
風
が
歌
人
と
し
て
は
古
泉
千
樫
の
門
下
に
あ
っ
た
の
で
、

旧
知
の
仲
で
あ
る
と
と
も
に
、
観
風
の
「
万
葉
集
画
撰
」
に
は
親
し
み
を

も
っ
て
い
た
よ
う
で
、
展
覧
会
に
心
を
寄
せ
、
祝
辞
も
書
く
。
そ
し
て
、

昭
和
十
八
年
の
画
集
『
萬
葉
集
畫
撰
』
出
版
に
あ
た
っ
て
は
、
武
田
祐

吉
、
澤
瀉
久
孝
、
齋
藤
茂
吉
、
佐
佐
木
信
綱
と
と
も
に
絵
の
も
と
に
な
っ

た
万
葉
集
歌
の
解
説
を
書
き
、
こ
れ
に
加
え
て
観
風
の
絵
を
も
と
に
、
こ

こ
で
紹
介
す
る
「
万
葉
集
絵
物
語
」
を
『
萬
葉
集
畫
撰
』
出
版
に
先
立
っ

て
、
昭
和
十
七
年
に
雑
誌
『
女
学
生
』
に
連
載
す
る
の
で
あ
る
。
経
過
か

ら
み
て
も
折
口
は
、
観
風
の
万
葉
集
歌
の
絵
に
特
別
な
思
い
入
れ
が
あ
っ

た
の
が
う
か
が
え
る
。

　
『
萬
葉
集
畫
撰
』
の
七
十
一
画
の
う
ち
、
折
口
が
歌
の
解
説
を
書
い
て

い
る
の
は
次
の
十
九
画
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
解
説
は
折
口
信
夫
の
名
で
書

い
て
い
る
。

　

第
二
十
三
図 

「
柘
枝
の
仙
女
の
歌
」（
三
八
五
・
三
八
六
番
歌
）

　

第
二
十
四
図 

「
龍
田
山
に
て
悲
傷
の
御
歌
（
上
宮
聖
徳
皇
子
）」（
四

一
五
番
歌
）

　

第
二
十
五
図 

「
近
江
天
皇
を
偲
び
奉
れ
る
歌
（
額
田
ノ
女
王
）」（
四

八
八
番
歌
）

　

第
二
十
八
図 

「
日
本
琴
の
歌
（
大
伴
ノ
旅
人
）」（
八
一
〇
番
歌
）

　

第
二
十
九
図 

「
太
宰
府
梅
花
宴
の
歌
」

　

第
三
十
図 

「
領
巾
麾
嶺
の
歌
（
大
伴
ノ
旅
人
卿
）

　

第
四
十
五
図 

「
葛
飾
ノ
真
間
ノ
手
児
名
を
詠
め
る
歌
（
高
橋
蟲
麻
呂

歌
集
）」（
一
八
〇
七
番
歌
）

　

第
四
十
六
図 

「
菟
原
処
女
の
墓
を
見
し
時
の
歌
（
高
橋
蟲
麻
呂
歌

集
）」（
一
八
〇
九
番
歌
）

　

第
四
十
七
図 

「
七
夕
の
歌
（
柿
本
ノ
人
麿
歌
集
）」（
二
〇
一
三
番
歌
）

　

第
四
十
九
図 

「
正
に
心
緒
を
述
ぶ
る
歌
（
作
者
不
詳
）」（
二
八
七
五

番
歌
）

　

第
五
十
一
図 

「
東
歌
の
相
聞
歌
」（
三
三
六
一
番
歌
）

　

第
五
十
二
図 

「
遣
新
羅
使
之
船
逆
風
に
遭
へ
る
時
の
歌
（
雪
ノ
宅

麿
）」（
三
六
四
四
番
歌
）

　

第
五
十
三
図 

「
中
臣
ノ
宅
守
狭
野
ノ
茅
上
ノ
娘
子
と
の
臨
別
の
歌
」

（
三
七
二
三
番
歌
）

　

第
五
十
四
図 

「
竹
取
ノ
翁
の
歌
」（
三
七
九
一
番
歌
）

　

第
六
十
一
図 

「
放
逸
鷹
を
偲
ぶ
歌
（
大
伴
ノ
家
持
）」（
四
〇
一
一
番

歌
）

　

第
六
十
二
図 

「
独
り
霍
公
鳥
を
聴
く
歌
（
大
伴
ノ
家
持
）」（
四
〇
八

九
番
歌
）

　

第
六
十
三
図 

「
陸
奥
ノ
国
の
黄
金
を
賀
し
奉
れ
る
歌
「
一
」（
大
伴
ノ

家
持
）」（
四
〇
九
四
番
歌
）
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第
六
十
四
図 

「　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
海
ゆ
か
ば
）

「
二
」（
大
伴
ノ
家
持
）」

　

第
六
十
五
図 

「　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
ゆ
か
ば
）

「
三
」（
大
伴
ノ
家
持
）」

　

解
説
文
（『
折
口
信
夫
全
集
』
34
所
収
）
は
長
短
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
第

五
十
四
図
の
竹
取
の
翁
、
第
六
十
一
図
の
放
逸
鷹
を
偲
ぶ
歌
に
は
長
い
解

説
を
寄
せ
て
い
る
。
解
説
は
、
基
本
的
に
は
各
図
と
も
折
口
ら
に
よ
る
も

の
と
観
風
自
身
の
も
の
が
あ
る
が
、
中
で
は
齋
藤
茂
吉
が
合
計
で
二
十
七

画
の
解
説
と
も
っ
と
も
多
い
。
ち
な
み
に
武
田
祐
吉
は
十
の
万
葉
画
の
解

説
を
書
い
て
い
る（

８
）。

　

折
口
ら
五
人
が
ど
の
よ
う
に
解
説
の
分
担
を
決
め
た
の
か
、
興
味
深
い

も
の
が
あ
る
が
、
十
九
画
の
解
説
は
齋
藤
茂
吉
に
次
い
で
お
り
、
こ
の
こ

と
か
ら
も
観
風
の
万
葉
集
歌
の
絵
に
惹
か
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
折
口

は
先
の
「
順
礼
の
心
」
で
は
、「
絵
事
を
解
せ
ぬ
私
が
」
と
い
っ
て
い
る

が
、
小
説
『
死
者
の
書
』
の
解
題
と
も
い
え
る
昭
和
十
九
年
七
月
の
「
山

越
し
の
阿
弥
陀
像
の
画
因（

９
）」

で
は
、
冷
泉
為
泰
筆
の
阿
弥
陀
来
迎
図
か
ら

は
じ
め
て
、
い
く
つ
も
の
来
迎
図
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
こ
の
絵

に
底
流
す
る
日
本
人
の
日
想
観
と
い
う
心
意
に
画
因
を
求
め
て
い
る
。
情

景
描
写
の
背
後
に
あ
る
思
い
に
鋭
く
切
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
折
口

は
「
絵
事
は
解
せ
ぬ
私
」
だ
っ
た
と
は
思
え
な
い）

（1
（

。

　

大
亦
観
風
の
『
萬
葉
集
畫
撰
』
は
昭
和
十
八
年
十
一
月
二
十
日
付
け
の

発
行
な
の
で
、
昭
和
十
七
年
一
月
か
ら
四
月
の
『
女
学
生
』
第
四
巻
第
一

号
か
ら
四
号
に
連
載
し
た
「
万
葉
集
絵
物
語
」
は
、
昭
和
十
五
年
の
展
覧

会
と
『
万
葉
集
画
撰
展
画
集
』
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
原
稿
が
、
平
成
二
十
六
年
に
古
書
店
か
ら
の
情
報
に
よ
っ
て
存

在
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
五
月
に
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
に
収
蔵
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
原
稿
は
、
折
口
が
よ
く
使
っ
て
い
た
伊
東
屋
製
の
、

表
面
の
み
コ
ー
ト
紙
の
よ
う
に
仕
上
げ
た
紙
（
縦
二
一
二
㎜
・
横
一
九
三

㎜
）
に
二
十
字
十
行
の
枡
目
を
印
刷
し
た
原
稿
用
紙
に
自
筆
さ
れ
た
も
の

で
、
全
三
十
六
枚
で
あ
る
。
黒
一
色
の
万
年
筆
で
書
か
れ
、
原
稿
に
は
必

要
に
応
じ
て
ル
ビ
が
振
ら
れ
、
訂
正
や
加
筆
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
編

集
時
に
付
さ
れ
る
文
字
の
大
き
さ
や
行
ど
り
な
ど
の
指
示
は
見
ら
れ
ず
、

こ
の
稿
が
そ
の
ま
ま
雑
誌
編
集
部
に
送
ら
れ
、
印
刷
所
に
入
れ
ら
れ
た
も

の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
折
口
信
夫
全
集
』
33
に
収
録
さ
れ
た

「
万
葉
集
絵
物
語
」
と
比
較
す
る
と
、
表
現
に
若
干
の
変
動
が
あ
る
程
度

で
、
内
容
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
稿
が
印
刷
原
稿
と
な
っ
た
可

能
性
が
高
い
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
表
現
の
変
更
は
校
正
時
に
行
わ
れ
た
こ

と
に
な
る
。

　
「
万
葉
集
絵
物
語
」
は
連
載
稿
で
あ
る
の
で
、
回
ご
と
に
右
肩
を
ホ
チ

キ
ス
で
綴
じ
て
い
て
、
左
上
の
欄
外
に
記
さ
れ
た
原
稿
番
号
は
、
連
載
回
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ご
と
に
自
筆
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
稿
の
最
後
に
、『
折
口
信
夫

全
集
』
33
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
、
連
載
一
回
分
の
原
稿
が
含
ま
れ
て

い
た
。『
折
口
信
夫
全
集
』
未
収
録
で
あ
る
こ
と
が
、
雑
誌
『
女
学
生
』

に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
旧
版
、
新

版
と
も
『
折
口
信
夫
全
集
』
に
は
未
収
録
な
の
で
、『
女
学
生
』
に
も
未

掲
載
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
雑
誌
『
女
学
生
』
は
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ

を
所
蔵
す
る
機
関
が
見
つ
か
ら
ず
、
現
物
を
確
認
で
き
て
い
な
い）

（（
（

。

　

自
筆
原
稿
の
紹
介
に
入
る
前
に
、
全
集
収
録
の
「
万
葉
集
絵
物
語
」
か

ら
い
く
つ
か
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
と
、
初
め
の
序
文
か
ら
、
こ
れ
は

「
万
葉
集
」
の
専
門
家
で
は
な
く
、
読
み
始
め
あ
る
い
は
こ
れ
に
関
す
る

知
識
の
な
い
人
た
ち
を
対
象
に
し
た
こ
と
、
知
人
の
大
亦
観
風
が
描
い
た

「
万
葉
集
画
撰
」
か
ら
「
十
二
の
画
面
だ
け
拝
借
し
て
、
私
の
説
明
の
上

に
、
も
一
つ
仮
名
を
ふ
る
様
な
事
に
、
利
用
さ
せ
て
戴
き
ま
す
」
と
あ

り
、「
万
葉
集
」
を
観
風
の
「
万
葉
集
画
撰
」
も
利
用
し
な
が
ら
説
明
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
公
刊
さ
れ
た
四
回
の
連
載
は
、
一
回
目

が
「
第
一　

天
の
香
具
山
」、
二
回
目
が
「
第
二　

季
節
の
印
象
」、
三
回

目
が
「
第
三　

老
い
を
尚
ぶ
」、
四
回
目
が
「
第
四　

田
舎
わ
た
ら
ひ
」

と
題
名
が
付
け
ら
れ
、
第
一
で
は
観
風
の
絵
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
稿
の

内
容
か
ら
は
観
風
の
「
第
二
図　

舒
明
天
皇
香
具
山
望
国
の
御
製
（
舒
明

天
皇
）」、
第
二
で
は
「
観
風
画
伯
の
絵
で
は
、
松
に
藤
の
花
が
垂
れ
て
居

り
、」
と
あ
っ
て
、「
第
八
図　

天
ノ
香
具
山
の
御
製
（
持
統
天
皇
）」
を

使
っ
て
い
る
。
第
三
は
竹
取
の
翁
の
こ
と
で
、「
大
亦
観
風
画
伯
の
絵
に

は
、
よ
く
こ
の
竹
取
の
「
翁
舞
」
の
姿
が
描
か
れ
て
居
ま
す
」
と
い
い
、

「
第
五
十
四
図　

竹
取
ノ
翁
の
歌
」、
第
四
は
観
風
の
絵
に
は
触
れ
て
い
な

い
が
、「
万
葉
集
画
撰
」
で
は
「
第
五
十
図　

泉
河
の
問
答
歌
（
作
者
未

詳
）」
が
対
応
し
て
い
る
。
な
お
、『
萬
葉
集
畫
撰
』
で
の
第
二
図
は
佐
佐

木
信
綱
、
第
八
図
は
齋
藤
茂
吉
、
第
五
十
図
は
澤
瀉
久
孝
が
解
説
を
書
い

て
い
る
。
第
五
十
四
図
は
折
口
の
解
説
で
あ
る
が
、「
万
葉
集
絵
物
語
」

の
稿
が
『
萬
葉
集
畫
撰
』
の
解
説
に
連
続
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

第
一
か
ら
第
四
ま
で
、
こ
の
よ
う
に
観
風
の
「
万
葉
集
画
撰
」
が
一
画

ず
つ
該
当
す
る
こ
と
か
ら
は
、
最
初
に
言
っ
て
い
る
「
十
二
の
画
面
だ
け

拝
借
し
て
」
と
い
う
の
は
、
当
初
、
連
載
は
一
年
間
、
十
二
回
を
予
定
し

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
三
回
で
は
観
風
の
絵
で
は
一

気
に
第
五
十
四
図
へ
と
飛
ぶ
。
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
第
五
回
の
稿
で
は
後

述
の
よ
う
に
、
防
人
歌
を
取
り
上
げ
、
観
風
の
絵
で
は
「
第
六
十
九
図　

相
模
の
国
の
防
人
の
歌
（
丈
部
ノ
造
人
麿
）」
が
対
応
す
る
の
で
、
二
回

の
連
載
後
に
、
連
載
が
短
縮
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で

あ
る
。

　

ま
た
、
折
口
の
自
筆
原
稿
で
は
、
第
一
回
目
の
連
載
題
名
は
「
萬
葉
集

繪
詞
」
で
、
筆
者
名
は
「
釋
迢
空
」
と
な
っ
て
い
て
、
題
名
の
「
詞
」
の
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横
に
鉛
筆
書
き
で
「
物
語
」、
筆
者
名
の
右
に
は
同
じ
く
鉛
筆
書
き
で

「
折
口
信
夫
」
と
あ
る
。
連
載
題
目
、
筆
者
名
に
迷
い
が
あ
っ
た
の
が
う

か
が
え
よ
う
。
ま
た
、
第
四
回
目
の
題
名
は
、
原
稿
で
は
「
第
四　

田
舎

わ
た
ら
ひ
の
生
活
」
で
あ
っ
た
。

三
、
未
掲
載
の
「
万
葉
集
絵
物
語
」
稿

　

雑
誌
『
女
学
生
』
に
は
掲
載
さ
れ
ず
、『
折
口
信
夫
全
集
』
に
も
未
収

録
の
「
万
葉
集
絵
物
語
」
連
載
五
回
目
は
次
の
よ
う
な
稿
で
あ
る
。

　
　
　

萬
葉
集
繪
物
語

折
口　

信
夫

今
度
は
少
し
ば
か
り
、
美
し
い
『
時ト

キ

の
歌ウ

タ

』
の
解
説
を
し
て
見
ま
せ

う
。
時ト

代キ

に
適カ

ナ

つ
て
、
皆
さ
ん
の
讃
頌
を
催
す
は
ず
の
歌
と
い
ふ
こ

と
で
す
。
此
繪ヱ

様ヤ
ウ

は
ど
う
や
（
ら
）「
萬
葉
集
畫
撰
」
で
見
る
と
、

社
殿
の
様
子
か
ら
松
が
群ム

ラ

立ダ

つ
て
居
た
り
、
波
う
ち
際ギ

ハ

の
近
い
と
こ

ろ
な
ど
で
見
る
と
、
海
に
向
つ
た
國
の
大
き
な
社ヤ

シ
ロの

廣ヒ
ロ

前マ
ヘ

ら
し
く
思

は
れ
ま
す
。
武
器
で
身
を
か
た
め
た
古コ

代ダ
イ

の
軍
人
の
、
跪
い
て
ゐ
る

と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
其
う
し
ろ
に
波
の
寄
せ
て
ゐ
る
様
子
な
ど
も
、

ど
う
も
此
か
ら
、
遠
い
征
旅
の
道
に
上
ら
う
と
す
る
人
々
だ
、
と
言

ふ
感
じ
が
著
し
く
出
て
居
ま
す
。
観
風
畫
伯
の
計
画
で
は
、
筑
紫
の

國
々
へ
向
ふ
防サ

キ

人モ
リ

を
う
つ
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
の
で
す
。
大
体
そ
の

位
の
身
分
ら
し
く
描
か
れ
て
ゐ
ま
す
。

防サ
キ

人モ
リ

と
言
ふ
語
は
、
崎サ

キ

守モ

り
と
言
ふ
こ
と
か
、
ま
う
少
し
深
い
意
味

に
お
い
て
、
國
の
崎
々
を
守
る
人
を
言
ふ
の
か
、
防
禦
者
の
中
で
、

最
先サ

頭キ

に
あ
る
も
の
と
言
ふ
義
で
す
か
、
く
は
し
い
こ
と
は
ま
だ
訣

ら
ぬ
の
で
す
。
と
も
か
く
九
州
の
中
で
、
主オ

モ

に
大
陸
方
面
に
向
け
て

の
守
り
に
当
る
人
々
ら
し
く
考
へ
ら
れ
ま
す
。
中
に
は
、
筑
紫
の

南
、
國
の
中
の
蛮バ

ン

人ジ
ン

を
防
ぐ
為
の
備ソ

ナ

へ
と
思
は
れ
る
や
う
な
配
置
を

し
た
處
も
あ
り
ま
し
た
。
東
の
國
の
人
々
で
つ
く
つ
た
軍
團
で
、
妻

子
の
あ
る
相
当
な
年
頃
の
男
も
多
か
つ
た
の
で
す
が
、
中
に
は
ま
だ

結
婚
も
し
な
い
極
め
て
若
い
青
年
た
ち
も
、
召
さ
れ
て
行
き
ま
し

た
。

さ
う
し
て
任
期
が
満
ち
る
と
、
元
の
國
々
に
還
る
わ
け
な
の
で
す

が
、
何
し
ろ
当
時
の
旅
で
す
。
行
き
の
困
難
な
旅タ

ビ

路ヂ

を
顧
み
て
、
と

う
と
う
生
れ
故
郷
に
帰
る
こ
と
の
出
来
な
か
つ
た
人
々
も
あ
り
ま
し

た
。
此
人
々
の
子
孫
が
、
そ
こ
で
栄
え
た
の
も
あ
り
ま
す
。
九
州
肥

前
辺
の
松マ

ツ
ラ
タ
ウ

浦
黨
と
い
ふ
一
黨
の
武
人
が
其
だ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。

心
の
純ジ

ュ
ンで

、
勢

イ
キ
ホ
ヒ

激ハ
ゲ

し
く
、
も
の
に
深
く
感
じ
易
い
人
々
、
自
分
た

ち
の
生
れ
た
地
方
か
ら
遠
く
出
た
こ
と
の
な
か
つ
た
人
々
が
、
は
じ



折口信夫「万葉集絵物語」の未掲載稿─ 281 ─

め
て
遠
い
旅
を
す
る
の
で
す
。

故
郷
の
山
川
、
村
や
わ
が
家
、
そ
こ
に
住
む
父
母
、
其
か
ら
妻
や
愛

す
る
人
々
、
か
う
言
ふ
離
れ
難
い
も
の
に
別
れ
て
行
く
心
が
、
其
よ

り
も
つ
と
大
き
な
感
激
に
よ
つ
て
光
り
輝
い
て
、
今
日
見
て
も
其
美

し
さ
譬
へ
る
も
の
も
な
い
沢
山
な
歌
に
な
つ
た
の
で
す
。「
今
日
見

て
」
と
言
ひ
ま
し
た
が
、
唯
今
の
我
々
心
な
れ
ば
こ
そ
、
此
篇
の
千

年
以
前
の
ま
だ
開
け
方
の
足
ら
な
か
つ
た
東
の
國
々
の
選
ば
れ
た
浄

い
人
々
の
心
が
そ
の
ま
ま
に
理
會
出
来
る
の
で
す
。
萬
葉
集
巻
二
十

の
中
に
、
凡
、
百
首
ほ
ど
記
録
し
て
あ
り
ま
す
。
此
は
、
度
々
召
さ

れ
て
行
つ
た
防
人
の
中
、
奈
良
朝
の
天
平
勝
寶
七
年
二
月
に
召
さ
れ

た
人
々
の
数
多
い
作
物
の
中
か
ら
選
択
し
た
も
の
な
の
で
す
。
そ
の

当
時
、
今
で
言
へ
ば
、
少セ

輔フ

陸
軍
省
の
高
い
位
置
に
居
て
、
軍
政
を

見
た
─
共チ

ャ
ウ
ブ部

少セ

輔フ

大ト
ホ
ト
モ伴

ノ
家ヤ

カ

持モ
チ

が
、
其
國
々
の
防
人
を
引
率
し
て
来

た
地
方
官
の
人
々
の
手
で
献
ら
れ
た
も
の
を
書
き
留
め
て
書
い
た
も

の
ら
し
い
の
で
す
。

　

防
人
の
人
々
の
宮
廷
の
御オ

ン

事コ
ト

に
召
さ
れ
た
感
激
か
ら
迸

ホ
ト
バ
シり

出
た

忠
誠
を
誓
ふ
歌
で
、
一イ

ツ
ク
ワ
ツ括

し
て
献
上
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
の
で

す
。

　
　
　

防
人
の
歌

あ
ら
れ
ふ
り　

鹿カ
シ
マ島

の
神
を
祷イ

ノ

り
つ
つ
、
皇

ス
メ
ラ
ミ
ク
サ

軍
に　

我ワ
レ

は
来キ

に

し
を

　

右
、
常
陸
國
防
人
、
那
賀
郡
上
丁
大オ

ホ
ト
ネ
リ
ベ
ノ

舎
人
部
千
丈

天ア
メ

地ツ
チ

の
神
を
い
の
り
て　

霊サ
ツ

矢ヤ

貫ヌ

き
、
筑ツ

ク
シ紫

の
島シ

マ

を　

さ
し
て
行

く
。
我ワ

レ

は

　

右
、
下
野
國
防
人
火
長
、
大オ

ホ
タ
ベ
ノ

田
部
荒ア

ラ

耳ミ
ヽ

。

　
　

大
亦
観
風
畫

　

未
掲
載
稿
は
右
の
通
り
で
、
文
中
の
最
初
の
方
に
「「
萬
葉
集
畫
撰
」

で
見
る
と
」
と
あ
り
、
そ
の
説
明
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
稿
は
前
述
の
よ
う

に
「
第
六
十
九
図　

相
模
の
国
の
防
人
の
歌
（
丈
部
ノ
造
人
麿
）」
を
用

い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。『
萬
葉
集
畫
撰
』
で
は
、
四
三
二
八
番

歌
の
「
大
君
の
命
か
し
こ
み
磯
に
触
り
海
原
わ
た
る
父
母
を
置
き
て
」
に

基
づ
く
絵
と
さ
れ
、
齋
藤
茂
吉
が
解
説
を
つ
け
て
い
る
が
、
折
口
は
「
万

葉
集
絵
物
語
」
で
は
別
の
防
人
歌
を
あ
げ
て
い
る
。

　

折
口
の
「
万
葉
集
絵
物
語
」
と
大
亦
観
風
の
画
集
『
萬
葉
集
畫
撰
』

は
、
と
も
に
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
へ
と
移
り
、
戦
況
が
激
し
い
と

き
も
の
で
あ
る
。『
萬
葉
集
畫
撰
』
で
は
、
佐
佐
木
信
綱
の
「
序
」
に
は

「
今
や
大
東
亜
聖
戦
二
年
に
入
り
、
一
億
国
民
の
意
気
ま
す
ま
す
旺
な
る

秋
、
い
よ
い
よ
高
唱
せ
ら
る
べ
き
万
葉
精
神
を
、
絵
に
よ
り
て
国
民
の
胸

奥
に
う
ゑ
つ
け
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
弥
が
上
に
も
喜
ば
し
い
」
と
い
う
、



國學院雜誌　第 116 巻第 1号（2015） ─ 282 ─

戦
時
下
の
戦
意
を
発
揚
す
る
よ
う
な
文
章
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
折
口
の
「
万
葉
集
絵
物
語
」
で
は
、
一
回
か
ら
四
回
ま
で
の
解

説
は
、
研
究
水
準
を
示
し
な
が
ら
も）

（1
（

、
序
文
に
い
う
こ
の
連
載
の
目
的
通

り
、
語
り
か
け
る
よ
う
な
や
さ
し
い
言
葉
で
綴
ら
れ
、
戦
時
下
に
あ
る
よ

う
な
文
面
は
見
ら
れ
な
い
。
第
一
回
目
の
稿
に
あ
る
よ
う
に
、
筆
者
名
を

「
釋
迢
空
」
か
ら
「
折
口
信
夫
」
と
変
え
た
の
は
、
戦
時
下
の
歌
人
で
は

な
い
、
学
者
と
し
て
の
折
口
信
夫
の
表
明
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
穿
ち
す

ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
未
掲
載
の
第
五
回
で
は
防
人
歌
を
取
り
上
げ
、「
今
度
は
少

し
ば
か
り
、
美
し
い
『
時
の
歌
』
の
解
説
を
し
て
見
ま
せ
う
。
時
代
に
適

つ
て
、
皆
さ
ん
の
讃
頌
を
催
す
は
ず
の
歌
」
と
か
、「「
今
日
見
て
」
と
言

ひ
ま
し
た
が
、
唯
今
の
我
々
心
な
れ
ば
こ
そ
、
此
篇
の
千
年
以
前
の
ま
だ

未掲載の「万葉集絵物語」原稿

「万葉集絵物語」連載第一回の原稿
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開
け
方
の
足
ら
な
か
つ
た
東
の
國
々
の
選
ば
れ
た
浄
い
人
々
の
心
が
そ
の

ま
ま
に
理
會
出
来
る
の
で
す
」
に
は
、
戦
地
へ
と
赴
く
こ
と
へ
の
美
化
が

う
か
が
え
よ
う
。
第
五
回
の
稿
で
の
防
人
の
説
明
は
、
短
文
な
が
ら
適
確

で
研
究
者
と
し
て
の
水
準
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
稿
に
は
戦
時
下
の

釋
迢
空
が
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

未
掲
載
の
連
載
五
に
つ
い
て
は
以
上
の
通
り
だ
が
、
連
載
の
第
一
、
第

二
、
第
三
、
第
四
に
も
元
原
稿
と
異
な
る
点
が
あ
る
の
で
紹
介
し
て
お

く
。

　

連
載
第
一
で
は
、
掲
載
稿
に
あ
る
末
尾
の
「
大
和
に
は
群
山
あ
れ
ど
、

と
り
よ
ろ
ふ
天
の
香
具
山
、
登
り
立
ち
国
見
を
す
れ
ば
、
国
原
は
煙
立
ち

立
つ
。
海
原
は
鴎
立
ち
立
つ
。
可
怜
国
ぞ
。
蜻
蛉
洲
大
和
の
国
は
」
の

「
万
葉
集
」
二
番
歌
は
元
原
稿
に
は
記
載
が
な
い
。

　

連
載
第
二
で
は
、
掲
載
稿
の
末
尾
「
こ
の
御
製
の
様
な
歌
を
、
叙
景
詩

と
い
ふ
の
で
す
」
か
ら
、
最
後
の
「
記
念
す
べ
き
御
製
な
の
で
す
。」

は
、
元
原
稿
に
は
記
載
が
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
紙
面
に
余
白
が
あ
っ
て
、

後
で
追
加
し
た
稿
で
あ
る
。

　

連
載
第
三
で
は
、
元
原
稿
末
尾
に
三
七
九
一
番
歌
の
左
の
一
節
が
あ
る

が
、
掲
載
稿
に
は
な
い
。

…
…
春
さ
り
て
野ヌ

べ
を
廻メ

グ

れ
ば
、

お
も
し
ろ
み　

我
を
思
へ
か
、

さ
野ヌ

つ
鳥
来
鳴
き
翔カ

ケ

ら
ふ
。

秋
さ
り
て
、
山
辺
を
行
け
ば
、

懐
し
と　

我
を
思
へ
か
、

天ア
マ

雲グ
モ

も
行
き
た
な
び
き
、

　
　
　

還
り
た
ち　

道
を
来
れ
ば
、

　
　
　

う
ち
ひ
さ
す　

宮ミ
ヤ

女
ヲ
ミ
ナ

　
　
　

さ
す
た
け
の　

舎ト
ネ
リ人

壮ヲ
ト
コ夫

も

　
　
　

恋シ
ヌ
ブら

れ　

顧カ
ヘ
ラひ

見
つ
ヽ

　
　
　
　

誰タ

が
子
ぞ
と
や　

思オ
モ

ほ
え
て
あ
ら
む････

　

連
載
第
四
で
は
、
元
原
稿
に
は
末
尾
の
反
歌
に
続
け
て
次
の
稿
が
あ

る
。

　
　
　
　

あ
る
本
の
反
歌

ま
そ
鏡
持
た
れ
ど
、
我
は
し
る
し
な
し
。
君
が
、
陸カ

地チ

よ
り
泥ナ

ヅ

み
行

く
。
見
れ
ば

馬
か
へ
ば
、
妹イ

モ

陸カ

地チ

な
ら
む
。
よ
し
ゑ
や
し
。
石
は
踏
む
と
も
、
我ワ

は
二
人
行
か
む
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連
載
の
第
三
、
第
四
は
、
元
原
稿
に
は
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
万
葉
集
歌

が
書
か
れ
て
い
る
が
、
掲
載
時
に
は
削
ら
れ
て
い
る
。
掲
載
紙
面
か
ら
は

み
出
て
い
た
た
め
の
調
整
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
元
原
稿
と
掲
載
稿
と
に

は
、
ま
だ
表
現
な
ど
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
が
、
大
き
く
異
な
る
の
は
右

の
通
り
で
あ
る
。

注（１
）「
万
葉
び
と
」
と
い
う
表
現
は
、
柳
田
國
男
も
「
川
は
萬
葉
人
の
眞
率
な
る
吟
詠

の
中
に
も
、
既
に
十
分
に
讃
美
せ
ら
れ
、」（「
川
」
昭
和
十
一
年
八
月
、
後
に

『
豆
の
葉
と
太
陽
』
に
収
録
。『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
二
巻
所
収
）
と
し
て
使
っ

て
い
る
。

（
２
）
折
口
信
夫
と
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
保
坂
達
雄
『
神
話

の
生
成
と
折
口
学
の
射
程
』（
岩
田
書
院
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
）
の
「
聖
水

信
仰
の
発
見
─
ネ
フ
ス
キ
ー
の
提
起
と
折
口
信
夫
に
よ
る
展
開
─
」
に
詳
し
い
。

（
３
）
中
西
進
「
折
口
信
夫
の
万
葉
学
」（『
短
歌
』
第
三
十
四
巻
第
十
一
号<

特
集
・

釈
迢
空
─
生
誕
百
年
記
念
─>

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
、
角
川
書
店
）。
折
口
の

「
万
葉
集
」
研
究
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
暢
殃
「
折
口
先
生
と
萬
葉
集
」（『
國
學
院

雑
誌
』
第
五
十
五
巻
第
一
号<

折
口
信
夫
博
士
追
悼
号>

、
昭
和
二
十
九
年
五

月
）、
柳
井
己
酉
朔
「
折
口
先
生
の
萬
葉
學
」（『
日
本
文
学
論
究
』
十
八
巻<

折

口
信
夫
先
生
七
年
祭
記
念
特
集>

、
國
學
院
大
學
国
語
国
文
学
会
、
昭
和
三
十
六

年
三
月
）
な
ど
、
没
後
早
く
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
折
口
の
研
究
や
学

説
を
紹
介
す
る
も
の
が
大
半
で
、
折
口
説
の
妥
当
性
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
少

な
い
。

（
４
）
辰
巳
正
明
『
折
口
信
夫　

東
ア
ジ
ア
文
化
と
日
本
学
の
成
立
』（
平
成
十
九
年
五

月
、
笠
間
書
院
）
で
は
、
こ
こ
に
あ
げ
た
以
外
に
も
、
折
口
が
い
う
「
日
本
学
」

の
意
味
な
ど
、
折
口
の
「
万
葉
集
」
研
究
以
外
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。

（
５
）
大
亦
観
風
『
萬
葉
集
畫
撰
』
は
、
平
成
十
二
年
七
月
に
『
萬
葉
集
畫
撰
（
再
編

版
）』
と
し
て
大
亦
博
彦
に
よ
っ
て
奈
良
新
聞
社
か
ら
再
刊
さ
れ
て
い
る
。
昭
和

十
八
年
の
『
萬
葉
集
畫
撰
』
は
Ｂ
４
版
三
九
七
頁
の
も
の
だ
っ
た
が
、
再
編
版

は
、
こ
れ
を
も
と
に
『
大
亦
観
風
個
展
目
録
』『
万
葉
集
画
撰
展
画
集
』
に
寄
せ

ら
れ
た
小
室
翠
雲
、
武
田
祐
吉
、
折
口
信
夫
、
吉
川
英
治
の
祝
辞
を
収
録
し
、
絵

を
す
べ
て
カ
ラ
ー
版
に
し
、
Ａ
４
版
に
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
６
）『
折
口
信
夫
全
集
』
34
の
「
万
葉
集
歌
解
説
」
の
解
題
で
は
、「
順
礼
の
心
」
が
掲

載
さ
れ
た
『
大
亦
観
風
個
展
目
録
』
は
昭
和
十
五
年
一
月
、『
万
葉
集
画
撰
展
画

集
』（
河
出
書
房
）
は
同
年
二
月
刊
行
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
刊
行
年
は

観
風
の
「
跋
語
」
と
は
合
致
し
な
い
。
た
だ
し
『
大
亦
観
風
個
展
目
録
』『
万
葉

集
画
撰
展
画
集
』
は
未
見
な
の
で
、
後
日
を
期
し
た
い
。

（
７
）
折
口
の
慶
應
義
塾
大
学
学
生
と
の
万
葉
旅
行
に
つ
い
て
は
、
保
坂
達
雄
『
神
話
の

生
成
と
折
口
学
の
射
程
』（
岩
田
書
院
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
）
所
収
の
「
折

口
信
夫
の
飛
鳥
万
葉
旅
行
」
に
紹
介
が
あ
る
。

（
８
）『
萬
葉
集
畫
選
』
で
は
、
佐
佐
木
信
綱
は
八
画
、
澤
瀉
久
孝
は
八
画
の
解
説
を
執

筆
し
て
い
る
。

（
９
）「
山
越
し
の
阿
弥
陀
如
来
の
画
因
」
は
『
八
雲
』
第
三
輯
所
収
。
の
ち
に
『
死
者

の
書
』（
昭
和
二
十
二
年
七
月
、
角
川
書
店
）
に
も
収
録
さ
れ
る
。『
折
口
信
夫
全

集
』
32
所
収
。

（
10
）
折
口
の
原
稿
類
に
は
、
多
く
の
絵
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
原
稿
や
ノ
ー

ト
、
手
帖
な
ど
に
描
い
た
絵
は
、
必
ず
し
も
い
た
ず
ら
書
き
と
は
い
え
な
い
。
ま

た
、
折
口
は
大
正
十
年
の
沖
縄
採
訪
か
ら
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
写
真
撮
影
を
行
っ
て

お
り
、
こ
う
し
た
絵
や
写
真
へ
の
こ
だ
わ
り
は
作
歌
の
営
み
と
結
び
つ
く
感
性
と

い
え
る
（
小
川
直
之
「
折
口
信
夫
の
生
涯
と
資
料
」<

小
川
直
之
編
『
折
口
信

夫
・
釋
迢
空
─
そ
の
人
と
学
問
─
』
平
成
十
七
年
四
月
、
お
う
ふ
う>

参
照
）。

（
11
）
雑
誌
『
女
学
生
』
は
、
大
日
本
聯
合
婦
人
会
編
、
女
学
生
社
発
行
、
昭
和
十
四
年
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創
刊
で
、
昭
和
二
十
二
年
の
第
八
巻
三
号
が
終
刊
。
詩
人
の
白
鳥
省
吾
が
編
集
に

携
わ
っ
た
。

（
12
）
た
と
え
ば
二
回
目
の
「
季
節
の
印
象
」
で
は
、
二
十
八
番
歌
で
あ
る
「
春
過
ぎ
て　

夏
来
到
る
ら
し
。
白
栲
の
衣
乾
し
た
り
。
天
の
香
具
山
」
を
、
こ
れ
に
よ
っ
て

「
日
本
叙
景
詩
」
が
大
き
な
目
を
開
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
な
ど
。

附
記

　

折
口
信
夫
直
筆
の
「
万
葉
集
絵
物
語
」
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
文
学
部
日
本
文
学

科
の
佐
野
光
一
教
授
に
ご
教
示
頂
い
た
。
末
筆
な
が
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
稿
は
平
成
二
十
六
年
九
月
二
日
に
羽
咋
市
折
口
文
学
公
開
講
座
で
行
っ
た

講
演
「
未
掲
載
の
『
万
葉
集
絵
物
語
』
原
稿
─
折
口
信
夫
の
万
葉
集
研
究
─
」
を
も
と

に
し
た
も
の
で
す
。


